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■ 平成27年7月に、文部科学省の｢科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 宇宙開発利用部会 国際宇宙
ステーション・国際宇宙探査小委員会｣において2次とりまとめが出され、その中で｢きぼう｣利用に関しては、
引き続き基礎研究にも一定の配分をするポートフォリオとしつつも、国の科学技術戦略・施策への貢献や民
間利用の拡大などを進めることが重要であるとされている。 

■ これを踏まえ、JAXAとしては、平成32年(2020年)を当面のマイルストンとして、｢きぼう｣でしか得られない、
かつ社会的波及性の高い｢きぼう｣利用成果の創出を目指し、重点的に進めることとしている。 

 
 
 
 
■ この方針の下、きぼう利用推進有識者委員会の意見を踏まえ、(1)(3)について｢きぼう｣利用実験に向けた

フィジビリティスタディ(ＦＳ)を行うテーマを募集する。 
 

はじめに 

(1)国の戦略的施策に沿った 

   課題解決型の研究(国の 

   戦略的な研究)への貢献 

(2)民間企業の研究開発での 

   利用の推進 

(3)研究者の自由な発想に基づく  

   先駆的でチャレンジングな 

   研究利用の推進(継続) 

本募集の最大の特徴は、国の戦略的研究や科学技術の進展への「きぼう」利用成果の活用、及びそれを通じた産業や
社会への貢献に対する見通し・ビジョン等を重視した選考を行い、宇宙実験の実現性や宇宙実験手順については、選定
後にJAXAとともに技術的な詰め（フィジビリティスタディ）を行っていただくこととしている点である。宇宙実験の経験がな
い、宇宙実験を検討したことがない方であっても、微小重力などの「きぼう」の特徴を活かして国の戦略的研究や科学技
術の発展等に貢献できる研究アイデアを持った人を広く募集する。 

平成28年度 きぼう利用FSテーマ募集の概要 

本募集の特徴 
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平成28年度 きぼう利用FSテーマ募集の概要 

※ 曝露(船外)環境を使った実験、タンパク質結晶生成実験、人文社会科学、
教育に関するテーマは募集対象外。 

生命医科学分野 
（生命科学分野と宇宙医学分

野を統合しました） 
物質・物理科学分野 

募集対象分野 ｢きぼう利用推進有識者委員会 
(JAXA有人宇宙技術部門長の外部諮問委員会) 

①｢きぼう｣を使ったヒトの加齢に関連するエピゲノム等の研究 

健康な個体でも急速に骨量・筋量の減少や免疫機能の低下等が現れる「きぼう」の環境（地上の高齢者に類似した生物影響が急速に現
れる環境）を利用して、エピゲノム解析をはじめ、プロテオーム解析、メタボローム解析等のオミックス解析により生命情報を取得し、地上
の加齢に関する生命情報との相関関係を見出すことによって、ヒトの加齢に伴う疾患対策や加齢の仕組みの解明等に貢献する研究 

②臓器立体培養等の再生医療に関する｢きぼう｣利用研究 
再生医療への貢献に向けて、長期間の安定した浮遊状態を生み出せる「きぼう」を利用して、幹細胞等を3次元的に培養し、細胞同士の

複雑な相互作用や組織構築といった、細胞や組織の複雑系を理解する研究 
 

科学技術イノベーション 

総合戦略2015 

5つの重要な取組 

 エネルギー 

健康長寿 

次世代インフラ 

新産業育成 

農林水産 

国が戦略的に推進している競争的資金制度等に採択される研究にお
いて、｢きぼう｣での実験でその成果に付加価値を付けることにより、国
の戦略的な研究に貢献する。 

募集対象領域 

これまでの研究成果を踏まえ、今回の募集対象
領域等を設定。今後、対象領域等は拡大予定。 研究者の自由な発想に基づく独創的かつ先導的で、国際的に高

い水準の研究であって、微小重力などの宇宙環境の特徴を最大
限に活用するテーマを募集。 

優れた知を世界に先駆けて生み出し、将来的な科学技術イノベーション
創出の源泉となる成果を創出することを目的とする。 

一般募集区分 
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赤字は27年度募集からの変更点 

本募集区分は通年募集であったが、平成28年度
募集から一般募集区分と同様に定期的な募集と
する。平成29年度募集の募集対象領域は募集開
始時に公表する。 

国の戦略的研究募集区分 

①｢きぼう｣を使ったヒトの加齢に関連す
るエピゲノム等の研究 

②臓器立体培養等の再生医療に関す
る｢きぼう｣利用研究 

※募集対象領域の詳細 



「きぼう」利用FSテーマ募集の選考プロセス 

採択テーマ決定 

募集 

選考評価委員会 
(採択候補案審議) 

科学評価 
(ピアレビュー) 

きぼう利用推進有識者委員会 
(有人宇宙技術部門長外部諮問)の意見を踏ま

え、JAXAが募集・選定方針を設定 

選考評価委員会委員 
による評価 

搭載性技術評価 

JAXAによる 
プログラム評価 
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応募のあったテーマは、専門家による科学評価、JAXAによる技術評価及びプログラム評価、テー
マ選考評価委員会による評価のプロセスを経てJAXAに推薦され、JAXAが採択テーマを決定。  

 科学評価(ピアレビュー)  
1テーマに対し数名のピアレビュアーが、それぞれの専門的見地から、成果
創出のビジョン・見通しとそのインパクト、革新性・斬新性・独創性、成果創出
の時期、宇宙実験の必然性等をJAXAが設定した評価項目・評価基準に基
づき評価。  

搭載性技術評価  
搭載にあたっての技術課題(インターフェース、電力、打上・回収やクルータ
イム等のリソース、供試体等の開発期間、安全性等)に対して、FS期間中に
解決が見込めるかどうかをJAXAが評価。  

選考評価委員会委員による評価 
科学評価を参考にし、テーマ選考評価委員会の委員が分野全体を俯瞰した
視点で、成果創出のビジョン・見通しとそのインパクト、革新性・斬新性・独創
性、成果創出の時期、宇宙実験の必然性等を評価。  

JAXAによるプログラム評価  
科学評価、選考評価委員会委員による評価、搭載性技術評価結果を参考
にし、JAXA（有人部門）が、事業計画や国民への成果還元の大きさ、リソー
ス（資金）等のプログラム的観点から評価。  

選考評価委員会による採択候補案の審議  
採択候補案を選考評価委員会が審議し、選考評価委員会としてJAXA有人
宇宙技術部門長に推薦する採択候補を決定。  

採択テーマ決定  
選考評価委員会の審議結果(推薦)を踏まえ、JAXAが選定テーマを決定。  



国の戦略的研究募集区分における選考のポイント 
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○選考過程全体にわたって、以下の観点を重視して評価する。 

• ｢きぼう｣利用によって国の戦略的な研究の成果最大化に貢献できること。すなわち、｢きぼう｣利用の成果が国
の戦略的な研究の成果につながり、産業の発展や社会貢献等、国民への還元にどのように寄与するのか（成
果活用）の見通し・ビジョンが明確に示せること。  

•宇宙で実験する必然性が示されていること。 

○その他の評価の観点 

•宇宙での実験の位置付け・内容が明確であること。 

• 2020年までの「きぼう」利用成果（論文発表等のアウトプット）創出が見込めること。 

•既成概念に対する革新性や斬新性や独創性が高いこと。 

•実施体制が妥当であること。 

•成果創出が期待できる高い研究業績を有すること。 

•搭載にあたっての技術課題やプログラム課題に対して、今後の検討で解決が見込まれること。(搭載にあたり、
FSを実施しても解決が見込めない技術課題やプログラム課題がないこと｡ただし、成果最大化への貢献の観点
から、科学的・プログラム的な評価が高く大きな成果が特に見込まれると判断された提案については、技術的な
変更（使用する装置の変更等）を採択の付帯条件として採択する場合がある。) 

○過去に実施したテーマの後継となる提案の場合は、以下を評価する。 

•過去実験から成果創出に至る一連の見通し・ビジョンの中での提案テーマの位置付けが明確であること。 

•単に例数を増やすものではなく、過去テーマの成果に基づく発展性のある提案であること。 

•過去テーマで宇宙実験が完了し、成果がまとめられ、論文等の成果発表が行われていること。 



○選考過程全体にわたって、以下の観点を重視して評価する。 
• ｢きぼう｣利用の成果が世界的に特に優れた科学的成果の創出*1や我が国の科学技術イノベーションの創出、産業や
社会への貢献*2等につながること。また、その見通し・ビジョンが明確に示されていること。(*1 例： NatureやScience、
当該分野のｲﾝﾊﾟｸﾄﾌｧｸﾀｰの高い雑誌での成果発表等) (*2 例：商品化・製品化に向けたビジョンや企業との協力が明
確であること等) 

•既成概念に対する革新性や斬新性や独創性が高いこと。 
•宇宙で実験する必然性が示されていること。  
•成果創出が期待できる高い研究業績を有していること。 

○上記以外の評価の観点 
•宇宙での実験の位置付け・内容が明確であること。 
• 2020年までの「きぼう」利用成果（論文発表等のアウトプット）創出が見込めること。 
•実施体制が妥当であること。 
•搭載にあたっての技術課題やプログラム課題に対して、今後の検討で解決が見込まれること。(搭載にあたり、FSを実
施しても解決が見込めない技術課題やプログラム課題がないこと｡ただし、成果最大化への貢献の観点から、科学的・
プログラム的な評価が高く大きな成果が特に見込まれると判断された提案については、技術的な変更（使用する装置
の変更等）を採択の付帯条件として採択する場合がある。) 

○なお、成果の波及性や成果創出のスピード感等を踏まえ、以下を満たすものは評価が高くなる。 
•地上に役立てることが主目的の研究 
•短期間に実験成果創出が見込める研究 
•以下いずれかの実験環境を活かせる研究 

 「きぼう」のげっ歯類を使った実験環境（小動物飼育装置） 
高融点材料の熱物性値を測定する又は過冷凝固により新たな物性の物質を生み出す実験環境（静電浮遊炉） 

○また、過去に実施したテーマの後継となる提案の場合は、以下を評価する。 
•過去実験から成果創出に至る一連の見通し・ビジョンの中での提案テーマの位置付けが明確であること。 
•単に例数を増やすものではなく、過去テーマの成果に基づく発展性のある提案であること。 
•過去テーマで宇宙実験が完了し、成果がまとめられ、論文等の成果発表が行われていること。 

一般募集区分における選考のポイント 
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